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お得意様各位 
 2018年 5月 

 光製薬株式会社 

仕様変更のご案内 
 

  
 

謹啓 時下、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は弊社製品につきまして、格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、このたび標題製品の仕様を変更させて頂くことになりましたので、ご案内申し上げます。 

何卒ご理解の上、ご愛顧賜りますようお願い申し上げます。  

謹白 
 

記 

１．変更内容（概要） 

（１）  使用性向上のため、製品サイズ・仕様・デザインを変更します。 

また、第十七改正日本薬局方に伴い、製品ラベル、個装箱等に局方名を追加表示します。 

変 更 前  変 更 後 

50mL 100mL 50mL 100mL 

    
57×154×41 mm 

(幅×高さ×厚み) 

65×174×45 mm 

(幅×高さ×厚み) 

 65×167×46 mm 

(幅×高さ×厚み) 

65×167×46 mm 

(幅×高さ×厚み) 
 

・製品ラベル裏面 

変 更 前  変 更 後 

50mL 100mL 50mL 100mL 

    ※製品サイズは概略寸法です。 

 

 

（50mL／100mL） 
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（２）個装箱のサイズ、デザインを変更します。 

変 更 前  変 更 後 

50mL 100mL 50mL 100mL 

  
  

123×219×158 mm 135×225×175 mm 135×225×169 mm 135×225×169 mm 

個装箱に_仕様変更品_の表示を行います。   

（３）個装箱ケースサイズの変更に伴い、外装ケースサイズも変更します。 

変 更 前  変 更 後 

50mL 100mL 50mL 100mL 

    261×456×165 mm 283×466×182 mm 283×466×176 mm 283×466×176 mm 
 

３．変更ロットと出荷予定時期 

製 品 名 容量・包装 
統一商品 

コード 

変更開始ロット 

（使用期限） 
出荷予定時期 

生食溶解液キットＨ（５０mL）  ５０mL×１０本 １８６ ７０２０５-７ 未定 ２０１８年８月 

生食溶解液キットＨ（１００mL） １００mL×１０本 １８６ ７０２１１-８ 未定 ２０１８年７月 

        ※出荷時期につきましては、若干の差異があると存じますが、何分のご容赦賜りますようお願い申し上げます。 

         ※変更ロットは判明次第、改めてご連絡致します。                                                 以上 
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１００mL変更内容（詳細） 

変 更 前 変 更 後 

  

①カバーシールのデザインを変更しました。 

②製品ラベルのデザインを変更しました。(裏面のデザインも変更しました) 

③両頭針 

・バイアルに追従する仕様となりました。(バイアル離脱時に両頭針が初期位置に戻るため横置き時に液漏れしません) 

・針形状を変更しました。(他と併せた複合的な変更により、刺通が容易となりました) 

・両頭針の外壁が高くなりました。(中心外刺通および斜め刺しのリスクが低減されました) 

⓸ボトルの透明性が高くなりました。（溶解確認が一層容易となりました） 

⑤目盛りを「ボトルへの刻印表示」から「ラベルへの印刷表示」に変更しました。（残液量[目安]の視認が容易となりました） 

⑥栓体形状を変更し、栓体内部の内膜を廃止しました。（刺通時の抵抗が低くなり、残液量の少ない仕様となりました） 

⑦ボトルの４隅に溝を配しました。（排液時のボトル形状の変形が抑制されます） 

⑧ゴム栓の形状を変更しました。(ＩＮ／ＯＵＴ表示を廃し、１カ所に目印として楕円マークを表示しました) 

その他 50mL・100mLは共通サイズとなりました。（製品ラベル、カバーシールのデザインを変更し識別性に配慮しました） 

 

 

 

①カバーシールデザイン 

 

③両頭針 

②製品ラベル 

 

裏面 
 

⑧ゴム栓形状 

 

⑤目盛りを 
ボトルに 

刻印表示 

 

③両頭針 

 

①カバーシールデザイン 

 

⑧ゴム栓形状 

 

⑦ボトルの 

４隅に 
溝を追加 

 

⑤目盛りを 
ラベルに 
印刷表示 

④ボトル透明性 

⑥栓体形状 

②製品ラベル 

 

裏面 ⑥栓体形状 

④ボトル透明性 
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５０mL変更内容（詳細） 

変 更 前 変 更 後 

  

①カバーシールのデザインを変更しました。 

②製品ラベルのデザインを変更しました。(裏面のデザインも変更しました) 

③両頭針 

・バイアルに追従する仕様となりました。(バイアル離脱時に両頭針が初期位置に戻るため横置き時に液漏れしません) 

・針形状を変更しました。(他と併せた複合的な変更により、刺通が容易となりました) 

・両頭針の外壁が高くなりました。(中心外刺通および斜め刺しのリスクが低減されました) 

⓸ボトルの透明性が高くなりました。（溶解確認が一層容易となりました） 

⑤目盛りを「ボトルへの刻印表示」から「ラベルへの印刷表示」に変更しました。（残液量[目安]の視認が容易となりました） 

⑥栓体形状を変更し、栓体内部の内膜を廃止しました。（刺通時の抵抗が低くなり、残液量の少ない仕様となりました） 

⑦ボトルの４隅に溝を配しました。（排液時のボトル形状の変形が抑制されます） 

⑧ゴム栓の形状を変更しました。(ＩＮ／ＯＵＴ表示を廃し、１カ所に目印として楕円マークを表示しました) 

その他 50mL・100mLは共通サイズとなりました。（製品ラベル、カバーシールのデザインを変更し識別性に配慮しました） 

 

 

①カバーシールデザイン 
 

③両頭針 

 

⑧ゴム栓形状 

 

⑤目盛りを 
ボトルに 

刻印表示 

 

③両頭針 

 

①カバーシールデザイン 

 

⑧ゴム栓形状 

 

⑦ボトルの 

４隅に 
溝を追加 

 

⑤目盛りを 
ラベルに 
印刷表示 

④ボトル透明性 ④ボトル透明性 

②製品ラベル 

 

 

裏面 

②製品ラベル 

 

裏面 
⑥栓体形状 ⑥栓体形状 


